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２ 評価の観点及びその趣旨

（１）評価の観点（技術・家庭科）

（技術分野）

（２）趣旨

生活や技術への

関心・意欲・態度

生活を工夫し

創造する能力
生活の技能

生活や技術についての

知識・理解

生活や技術について関

心をもち，生活を充実

向上するために進んで

実践しようとする。

生活について見直し，

課題を見付け，その解

決を目指して自分なり

に工夫し創造してい

る。

生活に必要な基礎的・

基本的な技術を身に

付けている。

生活や技術に関する基礎

的・基本的な知識を身に

付け，生活と技術とのか

かわりについて理解して

いる。

生活や技術への

関心・意欲・態度

生活を工夫し

創造する能力
生活の技能

生活や技術についての

知識・理解

材料と加工，エネルギ

ー変換，生物育成及び

情報に関する技術につ

いて関心をもち，技術

の在り方や活用の仕方

等に関する課題の解決

のために，主体的に技

術を評価し活用しよう

とする。

材料と加工，エネルギ

ー変換，生物育成及び

情報に関する技術の在

り方や活用の仕方等に

ついて課題を見付ける

とともに，その解決の

ために工夫し創造し

て，技術を評価し活用

している。

材料と加工，エネルギ

ー変換，生物育成及び

情報に関する技術を適

切に活用するために必

要な基礎的・基本的な

技術を身に付けてい

る。

材料と加工，エネルギー

変換，生物育成及び情報

に関する技術についての

基礎的・基本的な知識を

身に付け，技術と社会や

環境とのかかわりについ

て理解している。

※評価計画の作成に当たって

・指導のねらいに基づいて評価規準等を具体化する。

・評価の時期や方法（自己評価や相互評価を含む），内容についても考え適切に行う。

・指導計画の立案の段階から評価計画を組み込む。

・より意欲的に学習に取り組ませるための多様な指導の方法や形態を考える。

様々な評価を総合し、一人一人を生かした指導に発展させる。

評価を次の学習指導に生かす。 生徒のよい点や進歩の状況を

積極的に捉える。

【学力の３つの要素との整理】

・基礎的・基本的な知識・技能 →「技能」及び「知識・理解」で評価

・課題を解決するために必要な思考力･判断力･表現力等 →「工夫・創造」で評価

・主体的に学習に取り組む態度 →「関心･意欲･態度」で評価
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（３）学習指導要領の内容，評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例（その一部を紹介）

「Ａ 材料と加工に関する技術 （１）生活や産業の中で利用されている技術」

【学習指導要領の内容】

（１）生活や産業の中で利用されている技術について， 次の事項を指導する。

ア 技術が生活の向上や産業の継承と発展に果たしている役割について考えること。

イ 技術の進展と環境との関係について考えること。

【「（１）生活や産業の中で利用されている技術」の評価規準に盛り込むべき事項】

【「（１）生活や産業の中で利用されている技術」の評価規準の設定例】

【参考】 評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（中学校 技術・家庭）

平成 23 年７月 国立教育政策研究所 教育課程研究センター

生活や技術への

関心・意欲・態度

生活を工夫し

創造する能力
生活の技能

生活や技術についての

知識・理解

技術が生活の向上

や産業の継承と発

展に果たしている

役割と，技術の進展

と環境との関係に

ついて関心をもっ

ている。

生活や技術への

関心・意欲・態度

生活を工夫し

創造する能力
生活の技能

生活や技術についての

知識・理解

・技術が人間の生活

を向上させ，我が国

における産業の継

承と発展に影響を

与えていることに

気付き，技術が果た

している役割につ

いて関心を示して

いる。

・技術が環境問題の

原因と解決に深く

かかわっているこ

とに気付き，技術の

進展と環境との関

係について関心を

示している。

↑この点線でアとイを

分けている。

事項アに関する

評価規準の設定例（点線より上）

事項イに関する

評価規準の設定例（点線より下）


